
1.背景と目的
　近年、リハビリテーション・栄養・口腔管
理の多職種連携による三次予防の取り組み
により、疾病の重症化予防や合併症予防等
へのアプローチが注目を集めている。これら
3要因はフレイルや要介護状態と相互に関連
し、要介護状態や入院、死亡といった負の
転帰につながるリスクを高めるため、早期発
見と早期介入が望まれる。内閣府より示さ
れた「骨太方針2023」の社会保障分野にお
ける経済・財政一体改革の強化・推進の項
目には、「健康寿命を延伸し、高齢者の労働
参加を拡大するためにも、健康づくり、予防・
重度化予防を強化し、（中略）リハ、栄養管
理及び口腔管理連携・推進を図る」と明記さ
れ、多職種連携介入の必要性は国策として
も重要な課題であると考える。
　そこで本研究では、地域在住高齢者にお

いて、身体機能・栄養状態・口腔機能の評
価を行い、フレイルや低栄養、口腔機能低
下症等に対して多職種連携で運動指導や栄
養指導もしくは口腔管理指導等の介入を行
い、その有効性と二次予防の可能性につい
て検討することを目的とした。

2.取り組みの方法
対象：医科外来（ロコモフレイル外来）患者、
訪問リハビリテーション利用者、フレイル予
防事業参加者。
収集項目：身体機能、食事・栄養状態調査、
口腔機能、精神心理、服薬状況等に関する
調査。既存データより、初診から1年ごとの
エンドポイント（フレイル発生の有無、要介
護度認定等）の後方視的調査。

3.期待される成果
　本研究成果は要介護に陥るリスクの高い
高齢者の早期発見・早期介入につながり、
介護予防に資するための有用な資料となる
と考える。さらに介入実施後の追跡調査を
行うことで、フレイル発生率や要介護度認
定、入院割合の変化といった長期的な効果
の検証も行う。これらの成果を活用すること
で、他の地域・自治体においても二次予防
策の実施が可能となり、全国の地域・自治
体における予防事業の標準化へとつなげる
ことが期待できる。さらに薬剤師が介入する
ことで、服薬による副作用としての口渇や眠
気等の身体機能・栄養状態・口腔管理へ作
用する薬剤の調整が可能であり、これまで
の多職種連携では効果を示すことができな
かった要素も明らかにすることができると考
える。
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地域のコミュニティセンターで運動指導を行う様子

　地域在住高齢者に対するリハビリテーショ
ン・栄養・口腔管理の多職種連携による取り
組みによるアプローチの結果を示すことで、
予防事業としての新たな可能性を示すことが
できる研究であると考える。




